
活動内容と成果
鳥獣被害対策における担い手育成のための「けもの
塾」やリクルーティングイベント「けものJOB活」、
「全国野生動物対策技術研究会」などを開催した。ま
た、研修会などで活用できる集落環境診断運営マ
ニュアルを作成し、担い手が地域で仕事を作るため
の手引きとした。今年度は新たに3団体がふるさとけ
ものネットワークの加盟団体となり、全体で18団体
となった。さらに、獣害対策白書を増刷し、マニュア
ルと一緒に全国1,740の市町村に配布したり、けも
の塾の告知を行ったりと、認知度を高めることがで
きた。

活動内容と成果
●�猛禽類捕獲調査を3回実施。3羽の猛禽類を捕獲し
計測方法とGPS装着方法を指導した。１羽GPS装着
●渡り調査の実施と指導を1回行った
●�一般鳥類の捕獲調査を2回実施。2羽を捕獲し調査
方法を指導した
●�試験的なエコツアーを1回実施。ツアー参加者5人
を引率した
●�周辺住民にプロジェクトの説明会を1回実施。参加
者46人
●�リーフレットを120枚、ステッカーを210枚配布
し、猛禽類の重要性を説明した
●�在ネパール日本国大使館に後援、関係機関との橋
渡し、プロジェクトの啓発を依頼した

課　題
①獣害対策の担い手育成（「けもののまち医者」の育成）
②�農村集落における過疎高齢化して年々厳しくなる
獣害対策の体制
③地域における「けもののまち医者」の地位確立

目　標
・けもののまち医者が認知され、地域に根付く
・狩猟を通じた都市農村交流のモデル完成と普及
・�手引きや獣害対策白書を活用した行政と市民への
理解が広まる

課　題
ネパールは850種以上の鳥類が記録される自然豊か
な国だが、一方で開発が進み、人知れずクマタカなど
の貴重な猛禽類の生息地が脅かされている。

目　標
ネパール人が自立して調査・研究および啓発活動を
行い、一般の人たちも巻き込んで鳥類の保護活動が
進んでいく基盤が作られた状態にする。

（一社）　ふるさとけものネットワーク

（公財）　日本鳥類保護連盟

鳥獣被害対策における支援組織の
育成・提言・ネットワーク化

ネパールにおける猛禽類をはじめとした
鳥類及び自然環境を保全していくための
人材の育成

けもの塾in佐賀　電気柵点検の様子

多くの猛禽が渡りで通過するヒマラヤの風景

周辺住民を対象に実施した
説明会の様子

実　践

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

けもの塾等参加者 268 人

説明会の参加人数 46 人

ネットワーク
新規加盟団体 3 団体

猛禽類の重要性を
示した冊子配布数 120 部

今年度計画の達成度 75 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 60 ％

目標達成度 40 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
初めての九州での開催となり、参加
者の募集や現地研修を行う集落との
打ち合わせ、行政担当者との調整に
苦労した。

■工夫した点
参加者が自分の地域で活動しやすい
ように、講師と受講生のコミュニ
ケーションをとる時間を多めに取
り、信頼関係を構築した。

■苦労した点
活動地域のネパールを訪問できる回
数が年に2回しかなく、現地を訪問
した際にやらなければならないタス
クが多かった。

■工夫した点
訪問回数が少ない分ネパール鳥学会
会員との連絡を密に行い意思の疎通
をはかった。現地では役割分担を決
め効率的に作業を行った。

けもの塾のオンライン受講や資格制度の導入を進め、地域において野生動物の知
識や技術を持ったけもののまち医者を増やすことを加速させていく。

ネパール人が自立して調査・研究および啓発活動を行っていけるよう資金源とし
てエコツアーを定着させ、ネパール鳥学会主導で継続していける体制を作る。その
ためにエコツアーガイドの育成を引き続き行っていく予定。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 日本全域

 ネパール

〒501-4601　
岐阜県郡上市大和町大間見
307番地
電話：050-5276-2555
E-mail：info@furusato-kemono.net
HP：http://furusato-kemono.net/

〒166-0012　
東京都杉並区和田3-54-5
第10田中ビル3階
電話：03-5378-5691
E-mail：research＠jspb.org
HP：http://www.jspb.org/

集落環境診断　
運営マニュアル作成


